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【ボローニャ】
　テラコッタ装飾、無装飾風の中世風、直線とアーチで構成された厳しい表情の
ゴシック様式、軽く華麗なルネッサンス様式など数々のポルティコ。これらが街
の表装としてのつながりを持ち、歩道と思われるエリアを利用している。よそ見
をすると人とぶつかる広さだが、高さは二層または三層の吹き抜け。その天井が
洒落たボールドの構成で、けっこう楽しい。
【フェッラーラ】
　フェッラーラは、ボローニャと違って歩道とポルティコが区別されたいくつか
の例がある。この街はエスティカン城が目を引く。北イタリア的なバルコニーを
持つファザードのドゥオーモと、それに続く世紀の２階建て高層街はドゥオー
モの壁を利用してとても面白い。
【シェーナ、サン・ジミニャーノ】
　街の資産を最大限に活用し商売をしている。これを日本に、水戸市に転換して
考えた場合どうなるだろう。大事なことは、自分自身が自信を持って、街づくり
や商法を実行することだ。ボローニャはボローニャなりに、水戸は水戸なりの特
性を外さずに再スタートする。商業人として、国際人としてのセンスを磨きなが
ら…

【ベルリン】
　シャロウィンのベルリンフィルハーモニーコンサートホールは、内部動線をわ
からなくする内壁の連なり、低すぎる天井と思えば３階までの吹き抜けや、あっ
てはならないと思われる場所の段差と、構造体のリズムが動線表示にならない。
それなのに、あたかも街を構成するすべてがこの中にあるようで、ほっとする。
　彼による国立図書館の閲覧ホールも常識外れの大きさと不整形ながら、都市の
機能的なものを表現している。それらは内部の組織や空間の姿を大事にした結果、
外のデザインにある種の緊張感を伴って表出しているのだという。
【プラハ】
　散歩に出たカレル橋は時折の雨と霧。欄干の彫像の列が幻想的で美しく、すべ
てが芸術作品と言っていい。プラハはロマネスクからゴシック、ルネッサンス、
バロック、ロココ、アールヌーボー等の建築様式を同時に眺められる。プラハ城
の様式に、時代背景や政治の変化が見て取れる。
　プラハアールヌーボーと言えば、ホテル・エバロパの凝りに凝ったバルコニー、
モザイク、金泥など植物をモチーフにしたと思われる単純な方法での構成にも、
その自由度や艶やかさに驚かされる。
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【マルセイユ】
　世紀頃の隆盛を思い起こさせ、眩しいほどの白の連なりの建物が、オレンジ
色の瓦をかぶる。まるで透明水彩画の世界を見ているようだ。マルセイユの集合
住宅ユニテ・ダビタシオンは、かつてル・コルビュジエが提案したパリの万
人収容都市の実現だろう。インドのチャンディガールにみる大胆な建築構成も同
様だが、この地の住居という緻密さを伴う建築構成は、異なる主張を印象づける。
【ベルフォールからシュツットガルド】
　リヨンのラ・トゥレット・セントマリー修道院を訪ね、ベルフォールのロンシ
ャンの礼拝堂へ向かった。ヨーロッパの重々しい感じの教会とはまるで違う、自
由さと芸術性の発展を感じながら、さらにシュツットガルドへ移動する。ヴァイ
センホッフの住宅群はミース・ファンデルローエが年代の建築家を集め、作
らせた。プロジェクト・アーキテクツによる建築と社会、建築と政治の関わり、
住宅団地計画の方向性と模範を示した。
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